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安田で春を見つけませんか？

安田のパークゴルフ場周辺では、
これからセップンソウ・ユキワリイ

チゲが咲き始める楽しみな季節が
やってきます。

地域では「保護の会」のみなさん
が、お客様を迎えるための看板取り

付けなどの準備を始めておられま
す。

ぜひ安田へ春を見つけにお越しく

ださい。　　　　　（滝上　洋）

地
域
の
安
心
安
全
へ
の
願
い
を
込
（
＿

吉
舎
方
面
隊
出
動
式
の
一
斉
放
水

1
月
的
日
　
（
日
）
、
十
日
市
親
水
公
園
で
行
わ
れ
た
三
次
市
消
防

団
出
初
式
に
続
き
、
三
次
市
吉
舎
支
所
前
で
吉
舎
方
面
隊
の
出
動
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
舎
親
水
公
園
で
は
、
『
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
』
　
へ
の
願
い
を

込
め
、
新
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
づ
く
り
係
）

八
幡
保
育
所
　
十
㌧
と
祭
り

八
幡
保
育
所
で
は
、
1
月
9
日
　
（
土
）

朝
9
時
か
ら
　
「
と
ん
ど
祭
り
」
　
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
園
児
2
1
人
と
家
族
や
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
で
、
6
升
の
も
ち
米
を
約

l
時
間
あ
ま
り
で
、
み
ご
と
な
お
餅
に
仕

上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
つ
い
た
お
餅

を
、
園
庭
で
催
し
た
　
「
と
ん
ど
」
　
の
火

で
、
こ
ん
が
り
と
焼
い
て
も
ら
い
、
お
い

し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

「
保
護
者
や
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
っ
た
行
事
が
で
き

ま
す
。
」
と
保
育
所
長
さ
ん
が
感
謝
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
（
廣
畑
義
行
）
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篠
市
・
新
春
お
茶
会

徳
市
自
治
振
興
会
の
女
性
会
で
は
、

1
月
3
1
日
　
（
日
）
　
朝
1
0
時
か
ら
徳
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
で
新
春
お
茶
会
を

行
い
ま
し
た
。

着
物
姿
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
礼
儀
作

法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
お
茶
の
入
れ

方
、
い
た
だ
き
方
、
飲
み
方
等
々
を
習

い
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
大
人
合
わ

せ
て
約
4
0
人
の
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
神
妙
な
面
持
ち
で
、
古
式
に
そ
っ
て

お
茶
を
味
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

着
物
姿
の
お
母
さ
ん
‥
・
て
、
と
っ
て

も
ス
テ
キ
で
し
た
。
　
（
曽
根
光
生
）

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ

配
食
サ
ー
ビ
ス

敷
地
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
2

月
3
日
　
（
水
）
　
の
節
分
に
、
女
性
会
・
自

治
振
興
会
・
民
生
委
員
児
童
委
員
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
一
人
・
二
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
し
た
。
い
わ
し
を
焼
き
、
恵
方
巻

に
、
こ
ん
に
ゃ
く
を
添
え
て
地
区
内
0
0
人

（
的
戸
）
を
訪
れ
「
元
気
で
す
か
」
と
声

を
か
け
、
「
寒
さ
に
負
け
な
い
で
、
こ
の

冬
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
　
と
激
励
し
ま

し
た
。
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
　
「
毎

年
心
の
こ
も
っ
た
時
節
の
も
の
を
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
　
と
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
瀧
本
柳
三
）

今
年
で
7
年
目
を
迎
え
ま
す

吉
舎
の
健
康
づ
く
り

吉
舎
自
治
振
興
会
に
は
6
つ
の
専
門
部
が
あ

り
、
年
間
計
画
を
策
定
し
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
福
祉
部
の

事
業
で
あ
る
「
歩
い
て
歩
い
て
ふ
れ
あ
い
健
康
づ

く
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
づ
く
り

と
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
高
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
年

間
1
0
回
、
月
ご
と
に
行
き
先
を
変
え
約
4
血

を
歩
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
年
間
計
画
を
作
る
と
き
、
参
加

者
か
ら
行
き
先
に
つ
い
て
リ
ク
エ
ス
ト
を
頂
き
全

員
参
加
型
の
計
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
2
5

人
程
度
の
参
加
者
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

話
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、

町
内
外
の
名
所
旧
跡
な
ど
を
巡
る
こ
と
が
と
て

も
楽
し
い
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2
月
1
4
日
は
山
中
福
田
の
椿
（
世
羅
町
）
、
3

月
1
4
日
は
と
み
し
の
里
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　
（
松
浦
正
法
）

中
四
季
・
教
室
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
　
毛
　
糸
　
教
　
室
　
」

私
た
ち
は
、
月
1
回
の
毛
糸
教
室
を

楽
し
み
に
毛
糸
編
み
を
行
っ
て
い
ま

す。
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
く
先
生

は
、
池
田
幸
子
先
生
で
す
。
生
徒
の
平

均
年
齢
は
0
0
歳
？
。
高
齢
で
は
あ
り
ま

す
が
目
標
を
も
っ
て
た
く
さ
ん
の
作
品

を
作
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
し
て
み
た
い
方
は
、
中

四
字
自
治
振
興
会
の
窓
口
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
●
　
　
　
（
森
末
淳
枝
）
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和　拓　暁　志

希海　平帆

有　山　西　土

重　囲　森居

「クロスワード・ささ」当遺著発表日こ応募ありがとうございました。

今回は31人の方に応募いただきました。1月25日に抽選会を行い、10人の方にプレゼントがあたりま

したので、お知らせします。なお、答えは『マルコトキンサイ』でした。

・吉舎支所長賞

・吉舎支所次長賞

・地域づくり係長賞

1ロ � �2 マ �イ �ウ �3 エ �イ � �4 シ �5キ 
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鎧　坂　房　子　さん

畑　中　直　人　さん

前　田　　　晃　さん

山　永　照　夫　さん

福　原　恭　子　さん

石　井　千世子　さん

森　永　正　義　さん

・吉舎町自治振興連合会賞

・徳市自治振興会費

・八幡自治振興会賞

・吉舎自治振興会賞

・安田自治振興会賞

・敷地自治振興会費

・中四字自治振興会賞
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A
E
D
の
講
習
を
受
け
ま
し
た

1
月
2
2
日
　
（
金
）
　
朝
川
時
か
ら
、

吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
各
自
治

振
興
会
の
事
務
局
長
が
、
備
北
消
防
組

合
吉
舎
出
張
所
の
指
導
で
A
E
D
の
講

習
を
受
け
ま
し
た
。

は
じ
め
に
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
一

人
ず
つ
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

説
明
を
聞
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
つ
も

り
で
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
し

た
。
1
回
受
講
し
た
か
ら
終
わ
り
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
機
会
が
あ
れ
ば
何

度
か
受
講
し
た
ほ
う
が
い
い
と
感
じ
ま

した。吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
は
、
携

帯
用
A
E
D
が
あ
り
ま
す
の
で
必
要
な

と
き
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

藤
村
恵
子
）

体
協
剣
道
部

町
内
剣
道
大
会
の
結
果

1
月
1
7
日
　
（
日
）
　
に
、
三
次
市
体
育
協

会
吉
舎
支
部
の
剣
道
部
が
主
催
し
、
平
成

2
1
年
度
町
内
剣
道
大
会
を
、
敷
地
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
保
育
所
園
児
か
ら
高

校
生
ま
で
、
合
わ
せ
て
3
1
人
が
参
加
し
、

午
前
中
は
鏡
開
き
、
初
稽
古
会
、
午
後
は

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
（
福
永
和
夫
）

【
大
会
結
果
】

○
初
心
者
の
部

優
　
勝
　
　
定
本
　
ジ
エ
ニ
フ
ァ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

優

　

勝

　

　

山

　

中

　

雄

　

貴

準
優
勝
　
　
藤
　
井
　
進
太
朗

三

　

位

　

　

今

　

井

　

康

　

太

○
小
学
校
高
学
年
の
部

優

　

勝

　

　

藤

準
優
勝
　
　
高

三

　

位

　

　

道

三

　

位

　

　

今

○
中
学
生
の
部

優

　

勝

　

　

山

準

優

勝

　

　

岡

○
高
校
生
の
部

井下上井田圃

優

　

勝

準
優
勝

三

　

位

三

　

位

由
希
美

拓

　

也

将

　

司

勇

　

輝

修

　

平

実

　

結

（敬称略）

ん

　

ん

　

ん

玉

　

美

　

子

博

直

典

子

　

田

　

上

金

　

原

　

立



特集　吉舎町のまちづくりを考える

第2回目となる今回は、吉舎の町家にある「うだっ」
について考えてみたいと思います。

銀山街道の宿場町として栄えた吉舎には、今なお町家
が多く残されており、当時の様子をうかがい知ることが

できます。この町家には「うだっ」のある家が多くあり

ます。

さて、この「うだっ」とは一体どういう意味のものな

のでしょうか？広辞苑を引いてみると次のような内容の

記載があります。【「うだっ」…「うだち」とも言う。

①梁（はり）の上に立て、棟木（むなぎ）を支える短い
柱。②妻壁を屋根より一段高く上げて小屋根をつけた部

分。③（「卯建」と書く）江戸時代の民家で、建物の両
側に「卯」字形に張り出した小屋根付きの袖壁。長屋建
ての戸ごとの境に設けたものもあり、装飾と防火を兼ね

る。④民家の妻側にある棟持柱（むなもちばしら）。】
七日市商店街には、25の「うだっ」が上がっていま

寸が、長い歴史の中で傷みがひどくなっているものも見

受けられます。
「うだっ」の町並みは、吉舎町の他には三次町や上下

町でも見ることができますが、吉舎町の町並みは、通り
が長く、古くからの町並みを楽しむことができます。

「吉舎町の宝」とも言えるこの町並みを、これから私

たちはどのようにしていけばいいのでしょうか？みなさ

ん、いっしょに考えていきませんか？　　（升田芳樹）

（第2回）

高言管詰 ��（、oLi＿十／． �� �� �＼．∴ �∴：「： ∴∴、 �∴∴∴ ∴∴蒸子÷ �∴　∴ 

∴＼・＝ ∴∴∴∴∴子：∴ �� � �：ヽ： ��：ヽ∴「． ：＼「 ヾ： 羊獄＿； �� 

蘭”、’“”－，薫塁 上一∴．∴ 認諾主義，i摺 ��三〇 ∴∴ �∴、∴ �、－へ∴∵「ふ＼ 、、∴． ir∴ 饗饗 �� �．：：弘・ヽ ∴示：ヾ：－ �∴：∴：主ゞ‾ヽ「∴ 霧鱗蒜藍藻 ∴言言ふ∴∴∴ ��霊長養鶏機畿 

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ �� �� �∴一 ��一、・一高が：i－、・ �・・i・霊長 ��∴整諒三二， 

∴〕：∴∴∴∴「∴∴：高 言∴∴「「∴∴－∴ ��∴∴ � �� �� � ��誓※彩繋襲・撚‥調‥‥ 

－　　　　　　● � �� � �� 

※ ��� � �� 

笑うFllこlま福董来てる？　生活・介護サポーター養成講座を開催しました。
三次市では、誰もが住みやすい地域づくりを目指して「サポーター養成講座」を昨年12月から市内10

か所で開催しています。1月15日（金）、3回目の講座が開かれた吉舎保健センターには、29人の熱心

な受講生が集まりました。

まず、三次市社会福祉協議会吉舎支所の山田支所長さんから「いきいきサロン」の様子をお話いただいた

後、正方形の一枚の紙から作る「寅作り」に挑戦しました。
、なかには、猫になったり熊になったり悪戦苦闘された方も…。
一／また、県北レクレーション協会の田中一裕さんからは、誰でも楽しめるレクレーションを交えながら、笑

いのたいせつさと人との関わりについての話を聴講しました。

受講生の皆さんの笑顔には、もう「福」が来ているようでした。（総合調整係）

畿籍羅結．荘重葦一・一、・i＝ � �節 � �減一惑溺離縁怒 ．・ざ・：ブ 競滋諾 �鸞欒鸞鸞饗麗澄薗 薬篭発露馨率率蕊率 

”ま′．－、 i 綴 � 

藻撥 �∴∴ �� 

鰐 ���融 �園田誓翠三 

【写真「幸せなら手をたたこう」でみんな笑顔】

「∴ざ：： �i　　　　　◆ �∴　∴∴∴∴ i熱網田隔離慈：言 （ 

∴∴∴　　　　　　＿∴ 

「笠’墨 　一∴∴ �・言C＝■ �∴∴∴∴∴∴‾∵：： �� 

∴「三 治∴∵： � �∴・∴．． 溌≡＝ �∴∴∴ �：－∴ 

i‘くら：i 繊‡樟 ぎゃ‘ ��∴　∴ �、1－i 貢 【 �∴∴∴「∵∴∴∴ 　髪 ．ヌ 
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4項目の新市まちづくり計画を意見具申！　～21年度吉舎地域審議会開かれる～
今年度の「吉舎地域審議会」（奥田卓三会長はか11名委員）が市関係部局と委員11名が出席し、1月13

日（水）に吉舎支所で開催されました。

地域審議会とは、合併後の住民の声を行政施策に反映させ、きめ細かな行政サービスを実現するために設

置されたもので、委員は、新市まちづくり計画（建設計画）の変更や執行状況について審議し、市に意見等
を述べる役割を担っています。

この新市まちづくり計画（平成16年度から平成26年度までの11年間）も6年が経過していることから、今

回、すべての事業実績、進捗状況が明らかになりました。

吉舎地域においては、58事業、当初の事業計画額約96億円に対し、現在、実績額32億円、34％の

進捗率となっています。

審議の結果，次の4項目（事業）について、市長に対して意見具申をしました。

1　吉舎町の定住促進・地域活性化のため、定住促進住宅とは異なる戸建て纏の居住環境

整備のための住宅基本畿備計画を策定し、早期に事業実施すること
2　噺高まちづくり計画にある日橋、毘沙門橋の架設事業について、速やかに設計を行い、

早期に着手すること

3　吉舎生涯学習センターを含む複合施設の整備を推進すること

4　尾道松江線閑適に向けた「暮らの駅整備事業」の取り組みIこ早期に着手すること

（三次市吉舎支所）

虎こんにちは吉舎図書館です
2月の新着図書案内（12月21日～1月20日受入れ分）

［一触蓋］

いつかは行きたい一生に一度だけの旅BEST500

イアン・アレクサンダー／著
カーDiYかんたんガイド

シングル女性のお金の貯め方・使い方　　山本節子／著

ChocoIateB00k MikiMiyahara／著

十字架　　　　　　　　　　　　　　　　　重松清／著

など60冊

［児童書］

虫はごちそう！　　　　　　　　　　　野中健一／著

少年野球レベルアップ練習メニュー　　小野寺信介／著

デモナ一夕10幕　　　　　　　　　DarrenShan／作

ぽっかぼかのおまじない　　三枝三七子／／おはなしとえ

ようせいアリス　　　　　　デイビット・シャノン／作

など66冊

鴎※貸出中の場合は予約もできます。どうぞこ利用ください。
し

：獄l �� � 

驚 き 駆 �索 �ヽ‾： 萄 －∴∴r「 “．●i 

鶉縞臨 �� � � 

∴∴∵詳言辛「：∴：：： ∴〇㌧∴∴∴∴一 � � �∴短 躯蘭 �淳 �∴〕 ∴十 十 ∴子 �き； 言 も �畿畿繋頴掘：，，、 ＼∴∴∴∴∵∴∴ 　∴．∴ 

∴∴　　∴∴ �．∴「 �∴∴ �：「 ∴ � �∴∵〕∴∴軍：∴： ��∴∴∴∴言ヾ 

i � 

☆喜、☆☆☆おはなし広場☆☆☆☆☆

と　き　3月10日（水）10時30分～

ところ　吉舎生涯学習センター

テーマ　おひっこし

参加費　無料／対象　幼児～一般
i i 鴇 i ii 鴨 離 ） �◎今月のひとこと �熊 笹 i 課 』 

みんな、君たち一人一人は、本当は一人じゃないんだ。君を見ているもう一人の君がかならずいるん 

た。その君は、君を見るよりほかには何もしない。君が何かをいったり、何かを行ったり、何かを感じ 
たりするとき、君は君に見られている。　　　　　　　　～「船にのれ！Ⅱ」　藤谷　治／著より～ 

箪＝薫＝二軍二二薯二二薯＝＝薯＝＝：蔓’二二箪二二二尊二二尊二二蛍二二尊二二労二二罵二二野＝＝箪＝＝暫二二薯＝＝箪二二呼二二時二二呼＝二軍二二夢二＝阜 
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rし尿くみ取りの申込み方法が変更になりますで

昭和39年に設立され、46年間し尿処理業務を行っ

てきた甲双衛生組合が3月末日をもって解散するこ

とに伴い、取次店（広山薬店“宗清商店）による申込

み業務が靡止されることになりました。

4日からのし尿くみ取り申込みは、支所での受付

塾生になりますので、ご注意ください。

嘉話語誤　諾語課業
で、最寄りの金融機関から納付していただくことに

なります。

また、し尿処理施設がこれまでより遠隔地になり、

運搬に時間を要するため、収集作業が若干遅れる

零細ブ“JSP…∵確IIID ng！，0．n‘宣患▼〃．B”〇〇‘南関一回‘”ID“．重つ∵”“B∵一〇患’〝。l d“ロ●細‘輩

出鴫宅診繍骸瀕願護離隔　岩
士全保健センターのトレー‾ングマシンは

可能性があります。ご迷惑をお掛けしますが、余裕 をもって早めの申込みをお願いします。 欝　三次市吉舎支所総合調整係（雷43－3111主 餌 ��日 置 ��＿＿r陀　l　　　　＿ 毎日朝8時30分から夜10時まで利用できます。 ��������������� 

曹 ��◎マシン巡回指導日：毎週金曜日　9：30－11：30 

；冒　　　2月12日　2月19 ���������目　2月26日　3月　5日 

／「体を動かそう会」のお卸 ∴「ラクラク」－から子ややきつい」 ／言2－患26日（金）高話古事 ∴如∴8‾日直）il重く声高 1．： �幸せ＼i（ 運動まで 二00／i‾一一 00∴ � �目 日 報 9 日 因 �匡鴇0器蒜講読（水， i2月25日（木）3月3日（水） ◎上記以外の日は8：30－22：00が利用できます。 施設開館時は支所宿直室でカギを受取りご利用ください ��������������� 

‾雲揚／∴吉舎保健センタ「 置市：健康連動指導士∴一㌧t I／今原正美さん �＼ ／’嫁駁： 　∴ l � �且 �お問合せ先：吉舎支所総合調整係（ ���������⑧43－3111） 

i種● � ����������� 

串 京王 �00 �“〇°“ �○　　　　　　　　　　　　　　！00，十〇℡00000　000〃00° ����������� 
寧京 子∴ �� � ��� � � � � � � i参加費‥一一510－－0円一一 お開合ぜ二‥i； i三次市宝金支所料議整廃－／∴ �������� � �○○ �� � �� � �し �を 

電4彊〝11＿1∴ ��� �� �！： �〈 �牒 ��ll �　」 �ん ��年」 ⊥二一一　　＿／口1日一一月　′ni粛日　米∴ ����� � �‾I � ��� � �ヽi∵ 吏ム �� � �▼ � 

きさ　まるごと日 �漢語三種 � �� � �00 �薫 �“○ � �…　…　“ �� ��� �す �“○ �〇°m 
∴貝毒 

82010年2－3月 � ��� �������． 

2月12日（金）（7：00～ �吉舎町自治振興連合会地域資源活用研修会 ����������山口県周防大島町 

2月19日（金）13：00－ �三次市人材育成事業「広報づくり研修会」 ����������吉舎生涯学習センター 

2月21日（日）9：00～ �町内卓球大会 ����������吉舎B＆G海洋センター 

2月28日（日）9：00－ �吉舎自治振興会一斉清掃 ����������吉舎地区内 

3月　7日（日）8：00－ �敷地地区内一斉清掃 ����������敷地地区内 

3月14日（日）8：30－ �第25回安田ひまわり駅伝 ����������安田小学校周辺 

3月26日（金）10：30－ �そば打ち体験学習 ����������中四字コミュニティセンター 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委貴会
吉舎町自治振興連合会〒729－4211三次市吉舎町吉舎718番地1電話：43－7272　FAX：43－7272Ermii：kisa「itトr＠pl・pionet・nejp

三次市吉舎支所　〒729－4211三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062　E－mail：kisa＠city．miy。Sh描roshimaJp
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